






















21世紀、人類は大きな変化の中にいます。インターネットによって、

世界の人々が自由に繋がり、人種や性別、年齢や地位に関係なく、

次 と々新たなコミュニティが出現しています。これにより、20世紀ま

での価値観が崩壊し、地球規模で物事を考える時代になっていま

す。これまでの社会構造では見えてこなかった、あるいは隠されて

いたような問題も露呈し、これまでの生活では得られなかったよう

な情報を簡単にシェアできるようになっています。その結果、今まで

の社会構造の中で長きにわたって作り出されてきた価値観が果たし

て正しいものであったのかという疑問を持たされています。疑問や

不安が増え、社会や人に対しての信頼自体が揺らいでいます。では、

どうすれば良いのか、この現状を変えることができるのがアートや

エンターテインメント、つまり、我々が追求する芸術なのです。

芸術と人間の繋がりの歴史は古く、法学、科学、医学、経済学など、

大学で学ぶどの分野よりもはるかに昔から存在しています。歌うこ

と、踊ること、描くこと、我々の専門分野は紀元前、ひょっとすると

人類の誕生と共にあるのではないでしょうか。つまり、芸術とは人

間の営みそのものであり、芸術を追求することは人間を追求するこ

となのです。ライブで感動したり、映画やドラマを見て泣いたり、舞

台を見て笑ったり、戦場の写真を見て怒りを覚えたり、本を読んで

うっとりしたり、人の心を動かすことが芸術学部の日々の学びです。

社会とは人、人は心を持った生き物、その心を自在に動かせる芸術

こそ、今の日本、そして世界に必要なものです。

川上 央
日本大学芸術学部長

Hiroshi Kawakami

今、人類に必要なものは
芸術です

総合大学という強み

日藝の歴史は、1921年に日本大学法文学部に美学科

が誕生したことに始まります。以来、実技中心の大学

教育を行う国内初の芸術総合学部として、その伝統を

築きあげてきました。

また、私たちは８つの学科を備えた芸術総合学部とし

てのアイデンティティを保ちつつ、日本大学という国内

最大規模の総合大学としてのネットワークを活かした

独自の教育システムで、芸術の発展に寄与する人材を

これまで輩出してきました。

これからも芸術分野、そしてそれ以外の分野にも貢献

するための教育を続けていきます。

「日大」と「日藝」という
2つのアイデンティティ。

法学部

文理学部

経済学部

日本大学

商学部

芸術学部

国際関係学部

危機管理学部

スポーツ科学部

理工学部

生産工学部

工学部

医学部

歯学部

松戸歯学部

生物資源科学部

薬学部

大学院

短期大学部

通信教育部

映画学科

美術学科

音楽学科

文芸学科

演劇学科

放送学科

デザイン学科

映像表現・理論コース
監督コース

演技コース
撮影・録音コース

舞台構想コース

デザイン技術コース
演技舞踊コース

情報音楽コース
音楽芸術コース

絵画コース
彫刻コース

写真学科

※学科・コースによっては専攻に分かれています。
　詳細は各学科ページをご覧ください。
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4年間のカリキュラムは、学生全員を対象とした日本大学ならではの「全学共通教育科目」、芸術学部における「Ⅰ～Ⅲ群の学
び」と「教職に関する科目」で構成されています。
「Ⅰ～Ⅲ群の学び」は、芸術・文化の基礎となる教養を身につけるⅠ群、学科ごとに専門性を高めるⅡ群、学芸員や司書教諭、
司書といった資格取得のためのⅢ群からなります。

日藝のカリキュラム

Ⅱ群
学科別授業科目

芸
術
教
養
科
目

外
国
語
科
目

日本大学大学院芸術学研究科は70年以上の歴史を持つ芸術系総合大学院として、未来の芸術開拓者となる人材の
育成を行っています。
博士前期課程では、専門性の高い5つの専攻で芸術の理論と歴史の研究を通して想像力と国際発信力を養い、併せ
て領域を超えた複合的な芸術の創作と研究を行うことで、高度な知識と経験を研鑽します。
1951年に文芸学専攻を設立して以降、1993年に映像芸術専攻、造形芸術専攻、音楽芸術専攻、舞台芸術専攻の4
専攻、1995年に博士後期課程芸術専攻を開設し、多くの研究者、表現者を輩出しています。

※1 芸術総合講座、連携型プロジェクト、海外語学研修など
※2 資格については89ページをご確認ください。

大学院

文芸学
専攻

造形芸術
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MFA=修士（芸術）の学位が取得できるようになります！

Ⅰ群
芸術教養課程科目

※1 ※2

※2

MFA：Master of Fine Arts ＝修士（芸術）
⇒所定の科目・単位を修得し、修士制作・作品および副論文を提出し、
　試験に合格した者

MA：Master of Arts ＝修士（芸術学）
⇒所定の科目・単位を修得し、修士論文を提出し、試験に合格した者

令和７年度以前入学者が取得できる学位はMA＝修士（芸術学）のみ
博士後期課程で取得できる学位はDA＝博士（芸術学）のみ

令和８年度博士前期課程入学者から受講する
カリキュラムおよび修了時に提出する
学位（修士）論文又は制作・作品に応じて右の、
どちらかの学位を取得できるようになります。
MFAはアートとビジネスの結びつきを考えるとともに
自己プロデュース能力を養うことを目的とする学位です。

図書館 詳しくはWEBを
ご覧ください

豊富な芸術専門資料を誇る日藝図書館。
写真集やアートブック、マンガなどの書籍や多数の映像作品を所蔵する
「８学科を有する日藝の多様さ、関心分野の広さが反映された図書館」
となっています。

閲覧室

貴重資料展示：不思議の国のアリス展貴重資料展示：マリー・ローランサン

貴重資料／展示
古くは15世紀から現代に至るまで、日藝にとって大変価値のある歴史的資料を所蔵しています。
年に数回、特定のテーマに着目した企画展示を行い、貴重資料の公開を積極的に行っています。

ゲストは『タッチ』『銀河鉄道の夜』などで知られるアニメーション監督の杉井ギサブロー氏

ライブラリーカフェ
各界の著名人をゲストとして図書館にお招きして、くつろいだ雰囲気の中
ゲストと共に楽しいひと時を過ごすイベントです。

ギャラリートーク・イベント
専門教員による解説を聞きながら、通常はガラスケースで展示する貴重資料を直
接手に取ってみることができる知的好奇心を満たすイベントです。

映像資料視聴ブース
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  × 日本電子計算株式会社　× 株式会社Urth　
× 株式会社NRC一級建築事務所　× 株式会社クニエ　
江古田メタバース・イノベーションプロジェクト
「江古田のまち」が持つ魅力を発信するべく、日藝生独自の視点でまちの魅力を発見・定義し、
メタバース上にオリジナルの街を制作しました。
参画企業から、知見に基づいた助言を受けながらプロジェクトの全体企画・構想は学生が主体となり進めます。

他にも練馬区、板橋区、新潟県十日町市など、
様々な連携を行っています。

詳しくはこちらから！ 

HP X（旧 Twitter） Instagram

サステナブルって？

富里市の魅力をPR!

8学科の学生が連携して学外へと飛び出し、
様々な立場の人たちと交流しながら、

日藝で得た学びがどのように社会や地域に関わりを
持つのか身をもって体験します。

学生のうちだからこそできる貴重な挑戦の機会となっています。

企業（産）×行政（官）×日藝（学）
のコラボレーション

産官学連携プロジェクト

× 西武不動産　× 秩父市
西武不動産、秩父市と連携し
秩父市の豊かな自然や歴史、文化を背景に
新たな才能の発掘と地域活性化を目指す「秩父文学祭」を実施予定。
「秩父短編文学賞」の設立も行い、新たな令和の文豪を見出します。
産官学が一体となって、地域の新たな魅力を発信していきます。

× 千葉県富里市
毎年6月に行われるスイカロードレースのメッセージボードや
写真撮影用のパネルを制作し、富里市の魅力を発信しています。
現地への取材を通して、富里市の新たな魅力を発見し続けていきます。

× 生活クラブ  
生活クラブが生産者と共に実施している
「国内自給」をテーマに学生たちが
国内で食べ物をつくり食べ続けるための活動を
体験しながら取材し、国内自給力アップのために
できることを考え、冊子やポスターの制作を行いました。
今後も生活クラブの取り組みを取材し、
学びを発信していきます。

× N.U Cosmic Campus
芸術学部と理工学部が連携し、
『未来の科学者・エンジニア』と
『未来のアーティスト・クリエイター』による
宇宙開発を実践するプロジェクトです。
「N.U. Cosmic Campus」というプロジェクト名のとおり、
宇宙をひとつのキャンパスとして捉え、様々なミッションに挑んでいきます。

アートの力を
宇宙へ…
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× 西武鉄道
「江古田キャンバスプロジェクト」は
西武鉄道と江古田駅周辺にある
３大学の学生を中心として、
江古田のまちの魅力を再発見し、
その想いを表現・発信していく取り組みです。
デザイン学科による江古田マスコットキャラクター制作や、
武蔵大学、武蔵野音楽大学と協力して
クリスマスイベントなどを行いました。

江古田の魅力を発信

地域の新たな魅力発信！



  × 日本電子計算株式会社　× 株式会社Urth　
× 株式会社NRC一級建築事務所　× 株式会社クニエ　
江古田メタバース・イノベーションプロジェクト
「江古田のまち」が持つ魅力を発信するべく、日藝生独自の視点でまちの魅力を発見・定義し、
メタバース上にオリジナルの街を制作しました。
参画企業から、知見に基づいた助言を受けながらプロジェクトの全体企画・構想は学生が主体となり進めます。

他にも練馬区、板橋区、新潟県十日町市など、
様々な連携を行っています。

詳しくはこちらから！ 

HP X（旧 Twitter） Instagram

サステナブルって？

富里市の魅力をPR!

8学科の学生が連携して学外へと飛び出し、
様々な立場の人たちと交流しながら、

日藝で得た学びがどのように社会や地域に関わりを
持つのか身をもって体験します。

学生のうちだからこそできる貴重な挑戦の機会となっています。

企業（産）×行政（官）×日藝（学）
のコラボレーション

産官学連携プロジェクト

× 西武不動産　× 秩父市
西武不動産、秩父市と連携し
秩父市の豊かな自然や歴史、文化を背景に
新たな才能の発掘と地域活性化を目指す「秩父文学祭」を実施予定。
「秩父短編文学賞」の設立も行い、新たな令和の文豪を見出します。
産官学が一体となって、地域の新たな魅力を発信していきます。

× 千葉県富里市
毎年6月に行われるスイカロードレースのメッセージボードや
写真撮影用のパネルを制作し、富里市の魅力を発信しています。
現地への取材を通して、富里市の新たな魅力を発見し続けていきます。

× 生活クラブ  
生活クラブが生産者と共に実施している
「国内自給」をテーマに学生たちが
国内で食べ物をつくり食べ続けるための活動を
体験しながら取材し、国内自給力アップのために
できることを考え、冊子やポスターの制作を行いました。
今後も生活クラブの取り組みを取材し、
学びを発信していきます。

× N.U Cosmic Campus
芸術学部と理工学部が連携し、
『未来の科学者・エンジニア』と
『未来のアーティスト・クリエイター』による
宇宙開発を実践するプロジェクトです。
「N.U. Cosmic Campus」というプロジェクト名のとおり、
宇宙をひとつのキャンパスとして捉え、様々なミッションに挑んでいきます。

アートの力を
宇宙へ…

江古田のまちが
メタバース空間に！？

16 17

× 西武鉄道
「江古田キャンバスプロジェクト」は
西武鉄道と江古田駅周辺にある
３大学の学生を中心として、
江古田のまちの魅力を再発見し、
その想いを表現・発信していく取り組みです。
デザイン学科による江古田マスコットキャラクター制作や、
武蔵大学、武蔵野音楽大学と協力して
クリスマスイベントなどを行いました。

江古田の魅力を発信

地域の新たな魅力発信！







吉田恵里香

1987年生まれ、神奈川県出身。脚本家・小説家。
主な執筆作品は、NHK2024年度前期連続テレ
ビ小説「虎に翼」「花のち晴れ～花男 Next 
Season」「Heaven？～ご苦楽レストラン」「君の
花になる」（TBS系）、アニメ「ぼっち・ざ・ろっ
く！」「前橋ウィッチーズ」映画『ヒロイン失格』、
『センセイ君主』など。NHK「恋せぬふたり」で
第40回向田邦子賞を受賞。

日藝賞歴代受賞者

大石 芳野 
ドキュメンタリー写真家

爆笑問題
太田光 ・ 田中裕二／

タレント

宮藤 官九郎 
脚本家

真田 広之 
俳優

脚本家・小説家
2010年 文芸学科卒

三谷 幸喜 
脚本家

佐藤 隆太 
俳優

松井 龍哉
ロボットデザイナー

船越 英一郎
俳優

よしもと ばなな
作家

森田 公一
作曲家

松崎 しげる
歌手

坂田 栄一郎
写真家

林 真理子
作家

青山 剛昌
漫画家

荒井 良二
絵本作家

中園 ミホ
脚本家

小野 大輔
声優

第19回 日藝賞／日藝アンバサダー

市川 團十郎 
歌舞伎俳優

宮嶋 茂樹
報道カメラマン

第 1 回

第 9 回

中村 獅童
俳優

池松 壮亮
俳優

第 10 回

三宅 由佳莉
海上自衛隊ボーカリスト

小山 薫堂
放送作家

第 11 回

片渕 須直
映画監督

第 12 回 第 13 回

黒島 結菜
俳優

第 15 回

中村 至男
グラフィックデザイナー

第 16 回

第 2 回 第 3 回

第 4 回 第 5 回 第 6 回

第 7 回 第 8 回

各界に多彩な人材を輩出している日
藝。特にメディアやクリエイティブの世
界には出身者が多く、同級生や先輩・
後輩と仕事を介して出会うケースも多
いようです。
そこで、校友との繋がりをさらに深め
るために創設されたのが『日藝賞』。
かつて日藝に在籍していたことのある
すべての出身者を対象に、その年に最
も活躍した人物を独自に表彰すること
で、出身者への敬意を表すとともに、
在学生への励みとしています。在学
生、教職員、校友会役員などによる投
票をもとに決定します。

日藝賞が始まったのは私が大学に入学した年でした。

在学時、受賞された先輩方の講演を見ながら漠然と

「いつか自分もここに立ちたい、立つんだ」と思い、卒業してからも思い続けてきました。

ですので、念願の日藝賞をいただくことができて大変光栄ですし、身の引き締まる思いです。

在校生の皆さんにも「いつかこの賞がもらいたい」と思ってもらえるように

これからも創作活動に尽力していきます。

近年、芸術・エンターテインメントの役割がより大きくなっている気がしています。

娯楽であり、誰かの生きる糧であり、より良い社会と平和を訴える術でもあります。

何を背負い歩んでいくかは創作者のそれぞれ自由ですが、

せめて時代を逆行せずに前を進み続けていきたいですね。

本郷 奏多

第 14 回

俳優

これまでに手がけたドラマの台本

小説版『恋せぬふたり』
（NHK出版）

連続テレビ小説 虎に翼 完全版
Blu-ray/DVD BOX1～3　発売中
発行・販売元：NHKエンタープライズ
©2024 NHK

藤井 道人
映画監督・脚本家

第 17 回

Vaundy
マルチアーティスト

第 18 回

詳しくはWEBを
ご覧ください

20 21
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幅広い芸術的教養と
高度な写真技術を身につけた
プロフェッショナルを目指す
時の流れの中で起こる出来事を記録する。
心や頭の中にあるイメージを
被写体という実体を借りて発信する。
多様化するデジタルコンテンツの分野でも重要な役割を
担う写真家やマルチクリエイターを目指し、
時代のニーズに対応した教育を行います。

約10万点に及ぶ卒業制作をはじめ、
歴史的に貴重な資料や写真作品などを、
積極的に収集しています。
収集作品は、教育・研究に活用すると同時
に、学内での展覧会を通して一般の方々に
も広く公開しています。
また、学生選抜者による学外ギャラリー
での作品展を毎年実施しています。

作品収集と公開3

教員スタッフ
授業紹介
など

学びのポイント 1

専任教員
秋元貴美子 教授
佐藤英裕 教授
田中里実 教授

西垣仁美 教授
服部一人 教授
穴吹有希 准教授

GOTO AKI 准教授
鈴木麻弓 准教授
鳥海早喜 准教授

八木元春 専任講師
小池雄之  助教

P
ho
to
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hy

写真界のフロントで活躍している様々な
分野の写真家や研究者などを講師として
招き、多彩な授業を展開しています。
最先端のデジタル技術から、銀塩、
古典技法まで幅広く学ぶことができます。
また、他学科公開科目や連携授業など
写真を活用するための幅広い知識・技術も
身につけられます。

多彩な授業2

● 表現技術を学ぶ実習
● 制作のための技術理論
● 表現や研究を行うための表現理論
という3本のカリキュラムを柱として
構成しています。
様々な角度から写真と向き合い、
技術のみならず、その本質を追求します。
伝統に基づきながら、最新の状況・情報に
目を配り、現代の写真の可能性を
見据えます。

写真を学ぶ3本の柱
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映画・映像界の
スペシャリストになるための
高度な専門知識と技術を指導
時代とともに進化する映像文化を
新たな視点でとらえ、「芸術創造」と「情報伝達」の
両面から探求していきます。
4つのコースに分かれ、
それぞれの目的に適したカリキュラムのもと、
学生一人ひとりにきめ細かな指導を行っています。

「映画芸術学」「日本映画史」
「外国映画史」「シナリオ論」といった
全コース共通の必修科目のほか、コース
ごとに段階制の科目を設定。
また、選択科目として理論や歴史、研究
方法、表現技術など、関心に応じて学ぶ
ことができます。
4年次には集大成として、卒業論文・
卒業シナリオ・卒業研究・卒業制作に取
り組みます。

豊富な科目2

芸術学部による卒業制作等への表彰に加
え、映画学科では映画学科奨励賞や映画
学科特別賞などを授与しています。
さらに、国内外の映画祭などにも積極的に
参加しており、アメリカの学生アカデミー賞
やドイツのオーバーハウゼン国際短編映画
祭、国内ではSKIPシティ国際Dシネマ映画
祭など、多数の入選・受賞歴があります。

アワード3

●映像表現・理論コース：
　評論家や研究者、シナリオライター、
　映像メディアの制作者を育成
●監督コース：映像作家を育成
●撮影・録音コース：
　映像技術のプロフェショナルを育成
●演技コース：映像メディアの演技者を育成
の4コースを用意。
コースごとに高いレベルの専門知識と技術を
身につけていきます。

4つのコース1

教員スタッフ
授業紹介
など

専任教員
大谷尚子 教授
奥野邦利 教授
上倉泉 教授

古賀太 教授
齊藤裕人 教授
清水和貴 教授

志村三代子 教授
玉木則順 教授
鳥山正晴 教授

増田治宏 教授
松島哲也 教授
芦谷耕平 准教授

穴澤勇樹 准教授
小山正太 准教授

学びのポイント
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り組みます。

豊富な科目2

芸術学部による卒業制作等への表彰に加
え、映画学科では映画学科奨励賞や映画
学科特別賞などを授与しています。
さらに、国内外の映画祭などにも積極的に
参加しており、アメリカの学生アカデミー賞
やドイツのオーバーハウゼン国際短編映画
祭、国内ではSKIPシティ国際Dシネマ映画
祭など、多数の入選・受賞歴があります。

アワード3

●映像表現・理論コース：
　評論家や研究者、シナリオライター、
　映像メディアの制作者を育成
●監督コース：映像作家を育成
●撮影・録音コース：
　映像技術のプロフェショナルを育成
●演技コース：映像メディアの演技者を育成
の4コースを用意。
コースごとに高いレベルの専門知識と技術を
身につけていきます。

4つのコース1

教員スタッフ
授業紹介
など

専任教員
大谷尚子 教授
奥野邦利 教授
上倉泉 教授

古賀太 教授
齊藤裕人 教授
清水和貴 教授

志村三代子 教授
玉木則順 教授
鳥山正晴 教授

増田治宏 教授
松島哲也 教授
芦谷耕平 准教授

穴澤勇樹 准教授
小山正太 准教授

学びのポイント







 施 設
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鞍掛純一 教授
笹井祐子 教授
福島唯史 教授

瀬島匠 教授
田中修二 教授
飯田竜太 教授 

坪井麻衣子 准教授 
大橋朋美 専任講師
金子貴富 助教

古井彩夏 助教 

F
in
e 
A
rt
s

個性に寄り添う少人数教育で
人間本来の創造力を伸ばし
新しい美術を創り出す

各専攻の制作実習は段階的に行い、
1年次は基礎、
2年次は基礎からの発展や、
隣接する技術を体得していきます。
3年次からは応用と個人制作が始まり、
4年次は卒業制作に取り組みます。
また、1年次には「デッサン、版画基礎、
彫塑」という共通カリキュラムを実施。
美術全般の基礎を養い、表現に関する
視野を広げます。

創作演習と
共通演習2

絵画コース、彫刻コースという2コース制の
もとに、絵画専攻、版画専攻、彫刻専攻、
地域芸術専攻で構成されています。
演習や実習・創作活動と並行し、
理論・歴史部門、研究部門の科目も充実し
ており、作家育成と同時に、美術教員、学芸
員、批評家などアートに携わる多様な人材の
育成に力を入れています。

コースと専攻1

東京23区内の芸術総合大学としての地
の利も活かし、美術館や展覧会での作品
鑑賞により見識を深めます。
また、地域との交流も大切にし、地域
アート、芸術祭、工房などの施設見学な
どにも積極的に参加しています。
学内でも現在活躍中の作家や評論家に
よる特別講義などを行い、時代や社会と
の接点を広く設けています。

学外プロジェクト
と特別講義3

教員スタッフ
授業紹介
など

歴史的にも大きな役割を担ってきた美術はいま、
科学技術や生活様式の急速な進歩により、
多様な変化を遂げています。
専門性を高めるカリキュラムと少人数教育で、過去から現在、
未来へと繋がる普遍的な美術の「本質」を探ります。

専任教員

学びのポイント
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3年次からは応用と個人制作が始まり、
4年次は卒業制作に取り組みます。
また、1年次には「デッサン、版画基礎、
彫塑」という共通カリキュラムを実施。
美術全般の基礎を養い、表現に関する
視野を広げます。

創作演習と
共通演習2

絵画コース、彫刻コースという2コース制の
もとに、絵画専攻、版画専攻、彫刻専攻、
地域芸術専攻で構成されています。
演習や実習・創作活動と並行し、
理論・歴史部門、研究部門の科目も充実し
ており、作家育成と同時に、美術教員、学芸
員、批評家などアートに携わる多様な人材の
育成に力を入れています。

コースと専攻1

東京23区内の芸術総合大学としての地
の利も活かし、美術館や展覧会での作品
鑑賞により見識を深めます。
また、地域との交流も大切にし、地域
アート、芸術祭、工房などの施設見学な
どにも積極的に参加しています。
学内でも現在活躍中の作家や評論家に
よる特別講義などを行い、時代や社会と
の接点を広く設けています。

学外プロジェクト
と特別講義3

教員スタッフ
授業紹介
など

歴史的にも大きな役割を担ってきた美術はいま、
科学技術や生活様式の急速な進歩により、
多様な変化を遂げています。
専門性を高めるカリキュラムと少人数教育で、過去から現在、
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専任教員

学びのポイント
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自ら学ぶ力と考える力を身につけ、
自らの音楽表現を見つけると、
自ら進む道がひらけます。
その道は広く長く、人生とともにひらけ、
4年間の学びは、あらゆる場面で、
社会に大きく貢献していきます。

自ら道をひらく3

音楽理論や技術が向上すれば、
自らの作品や演奏がどのような価値があり
どのような意味があるか考えるようになります。
音楽の価値は人それぞれ違い、
多様な価値があるのが音楽の面白さです。
自ら考える力は多様性に必要な能力です。

自ら考え2

教員スタッフ
授業紹介
など

音楽学科は情報音楽コースと
9専攻の音楽芸術コースの2コース。
音楽理論や演奏技術などの基礎は学びま
すが、その学びを自分のものにするため、
自ら学ぶ姿勢が必要です。
日々の学びを自分のものにした時、
学生の音楽性は大きく向上します。

自ら学び1

専任教員
伊藤弘之 教授
大寺雅子 教授
脇岡洋平 教授

萩原貴子 教授
川上央 教授
三戸勇気 教授

小林純生 准教授
吉田行地 准教授
駒澤大介 准教授

竹田香子 専任講師
上村さや香 助教

M
us
ic

学びのポイント

総合大学で音楽を学び
広く社会に貢献
日本大学の音楽学科として、
広い視野と豊かな教養を培いながら、
深い専門知識を身につけます。
人々の心に届く音楽を生み出す力をつけ、
幅広い分野に人材を送り出します。
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自ら学ぶ姿勢が必要です。
日々の学びを自分のものにした時、
学生の音楽性は大きく向上します。

自ら学び1
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伊藤弘之 教授
大寺雅子 教授
脇岡洋平 教授

萩原貴子 教授
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吉田行地 准教授
駒澤大介 准教授

竹田香子 専任講師
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日本大学の音楽学科として、
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青木敬士 教授
上田薫 教授
ソコロワ山下聖美 教授

谷村順一 教授
楊逸 教授
上坪裕介 准教授

丹一信 准教授
小神野真弘 准教授
髙野和彰 専任講師

山下洪文 専任講師
伊藤景 専任講師

Li
te
ra
ry
 A
rt
s

文芸的な創造力と表現力が
知的創造力にあふれた
豊かな人間性を育む
研究に主眼をおいた文学部の文芸学科とは異なり、
「文学を紡ぎ出す場」として、
文芸を自ら創り出すための技能を育みます。
「書くこと、発表すること」に積極的に
取り組むことで、作家やジャーナリストはもちろん、
研究者や良識ある社会人を育成します。

多方面の文学ジャンルへの関心を深めるための
講義と、文芸創作、ジャーナリズム、DTPなどの
各分野について、専門的な知識と経験が身につく
授業を数多く用意しています。
書くことや発表することに積極的に取り組み、
文章を通じて取り組む多彩な表現現場において、
第一線で活躍するための創造力を養います。

講義と演習2

教員スタッフ
授業紹介
など

本学科の教育の中心にあるのが、
1年次から基本的な授業科目として設け
られている「文芸研究（ゼミナール）」。
創作活動の指導と実践を目的に、
創作合評や「ゼミ雑誌」の編集を行います。
文学を紡ぎだす場として、詩や小説、戯曲、
批評、ジャーナリズムの世界まで含めた
幅広いフィールドで想像力・表現力を
磨きます。

創造と表現1

文学を深めていく準備として、文学への
無数に存在する入り口を知ることができ
るオムニバス授業を実施しています。
各界から著名な講師を招いて授業を行う
ことで、理論だけではない生きた知識が
得られます。
多岐にわたるジャンルの文芸体験を通し
て、これから取り組む創作活動の方向性
を探ります。

オムニバス授業3

専任教員

学びのポイント



青木敬士 教授
上田薫 教授
ソコロワ山下聖美 教授

谷村順一 教授
楊逸 教授
上坪裕介 准教授
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文芸を自ら創り出すための技能を育みます。
「書くこと、発表すること」に積極的に
取り組むことで、作家やジャーナリストはもちろん、
研究者や良識ある社会人を育成します。

多方面の文学ジャンルへの関心を深めるための
講義と、文芸創作、ジャーナリズム、DTPなどの
各分野について、専門的な知識と経験が身につく
授業を数多く用意しています。
書くことや発表することに積極的に取り組み、
文章を通じて取り組む多彩な表現現場において、
第一線で活躍するための創造力を養います。

講義と演習2

教員スタッフ
授業紹介
など

本学科の教育の中心にあるのが、
1年次から基本的な授業科目として設け
られている「文芸研究（ゼミナール）」。
創作活動の指導と実践を目的に、
創作合評や「ゼミ雑誌」の編集を行います。
文学を紡ぎだす場として、詩や小説、戯曲、
批評、ジャーナリズムの世界まで含めた
幅広いフィールドで想像力・表現力を
磨きます。

創造と表現1

文学を深めていく準備として、文学への
無数に存在する入り口を知ることができ
るオムニバス授業を実施しています。
各界から著名な講師を招いて授業を行う
ことで、理論だけではない生きた知識が
得られます。
多岐にわたるジャンルの文芸体験を通し
て、これから取り組む創作活動の方向性
を探ります。

オムニバス授業3

専任教員

学びのポイント
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舞台で培う表現力と
コミュニケーション力が
社会へのパスポート
舞台作りに熱中する学生たちが
日々切磋琢磨しています。
舞台芸術の理論と実践を専門的かつ横断的に学び、
舞台創造の力を身につけることで、
みずからの道を切りひらき、
社会の様々な分野で活躍できる人材を育成します。

「理論」と「実践」の2分野からなるカリ
キュラムの中で、舞台芸術の歴史や重要な
「理論」を学ぶとともに、舞台芸術の専門
家になるために必要となる「実践」的な表
現方法や技術の学修に進みます。
さらに、最新の舞台芸術界の潮流に応用す
るためのカリキュラムも提供していきます。

「理論」と「実践」2

●舞台構想コース（劇作、演出、企画制作）
●演技舞踊コース（演技、舞踊）
●デザイン技術コース
 （美術、照明、衣裳、音響、舞台監督）
各コースでは高い専門性を保ちながら横断的な
学びを自らレイアウトすることができます。

3つのコース、10の専攻1

教員スタッフ
授業紹介
など

奥山緑 教授
小林直弥 教授
中野成樹 教授

専任教員

T
he
at
re

学びのポイント

2年次以降は各専攻が協調して実習室や小
ホールでの小規模発表や中ホールを使用
した学生企画によるイベント、地域貢献活
動、フルプロダクションによる公演などを
行い、他学科や地域、学外（公共や民間）
との共同プロジェクトを推進し多様な成果
発表を行います。

多様な成果発表3

松永雅彦 教授
山口英峰 教授
松山立 准教授

青木拓也 専任講師
南香織 専任講師
今井春日 助教

大池容子 助教
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施 設

授 業 風 景





情報文化のあらゆる
ジャンルで通用する
社会への「発信力」を磨く
テレビ（映像）、ラジオ（音声）、インターネット（配信）。
様々なコンテンツが日々更新されていく現代において、
報道、教養、娯楽、CMなどをカバーする「放送」は
多様な役割を担っています。
理論と実践を通して
個性豊かな創作能力、発信力を育み、
放送業界に挑戦するための基盤をつくります。

理論歴史部門、研究部門、表現技術部門
の多彩な専門講座や豊富な演習を通し
て、放送に関わる幅広い教養と専門知識
を究め、時代が求める真の発信力を育み
ます。
専門分野の枠を超えて履修できる、
「企画」「番組企画構成」「コピーライ
ティング」「ニュース分析」「取材調査」
「照明」などの演習も設置しています。

多彩な専門科目2

１年次前期に「放送基礎実習」で基礎的な知識と
技術を身につけます。
後期からはテレビ制作・ラジオ制作・映像技術・
音響技術・CM・脚本・アナウンスの７分野に分か
れ、２年、３年、４年次へと、実習を軸に専門分野の
学びを段階的・多層的に深めていきます。

７つの専門分野1

3・4年次では、それぞれが設定する研
究テーマに基づいてゼミナールに所属
し、卒業論文あるいは卒業制作（映像
作品・音響作品・脚本・朗読発表・アナ
ウンス）に取り組み、4年間の学びの集
大成とします。
理想的な環境で創作活動に打ち込める
よう、常に学生をサポートしています。

卒業研究3

教員スタッフ
授業紹介
など

専任教員
安部裕 教授
茅原良平 教授
金龍郎 教授

小林偉 教授
中町綾子 教授
星野裕 教授

森中慎也 教授
澤田顕一 専任講師
石毛みさこ 助教
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 施 設

 学 科 の 活 動
（地域貢献)





モノ・コトの本質を探り、
新たな視界を拓く
提案型のデザイナーに
デザインには私たちの社会環境や生活を
より豊かで快適にする役割があります。
幅広くデザインの基礎を学んだ上で、
既成概念にとらわれない思考力、
柔軟な発想力、確かな技術力を修得し、
次のスタンダードを創造するデザイナーを目指します。

教員スタッフ
授業紹介
など

他校、地域、企業との
コラボレーションプロジェクトを通して
デザインの新たな可能性を追求し、
その成果を広く社会に発信する取り組み
を行っています。
教室やアトリエを飛び出し、プロのデザ
イナーや制作者とともにデザインの実践
過程を学ぶことで、学習意欲を刺激する
貴重な経験を積むことができます。

充実した
学外コラボレーション

確実に力をつける
ステップアッププログラム

1年次では、観察力と表現力を養い
デザインの基礎知識と技術を修得。
２年次からは自らが選択した分野を中心に、
分野を超えて多角的な視野を養い、
多様な問題に対するデザイン思考を深めて
いきます。
3年次には実践的なデザイン業務も体験。
ものごとを横断的に捉える見方を身につけ、
４年次の卒業制作に繋げていきます。

芸術と技術の統合
「芸術と技術の統合」を掲げたドイツ・造形学校
バウハウスの教育システムを継承し、豊かな感性
と鋭い洞察力を身につけた、総合的視野と造形力
のある人物を育成しています。
異なる要素を高い次元で融合させる実力とセンス
を磨き、社会に貢献するデザインの可能性を広げ
ます。

専任教員
池田光宏 教授
笠井則幸 教授
佐藤徹 教授

長瀬浩明 教授
森香織 教授
若原一貴 教授

石田純之助 准教授
布目幹人 准教授
大河原健太 専任講師

片桐祥太 専任講師
谷口聡子 専任講師
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 在 学 生 の 作 品
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Vaundyさん

【プロフィール】
マルチアーティスト24歳。作詞、作曲、アレンジを全て自分でこなし、デザインや映像のディ
レクション、セルフプロデュースも手掛ける。2019年春頃からYouTubeに楽曲を投稿開始。
「東京フラッシュ」「不可幸力」など、耳に残るメロディーを持つ、幅広いジャンルの楽曲を
発表すると、瞬く間にSNSで話題に。サブスク令和時代の象徴的な存在として注目を集めて
おり、16曲が1億回再生を突破、日本男性ソロアーティスト1位の記録を打ち出している。
2025年春現在、YouTube・サブスクリプションのトータル再生数は、90億回以上を突破。
リリース配信楽曲は長期にわたりチャートイン。CM、ドラマ、アニメなど各方面で、タイアッ
プ曲に多数起用されている。開催したライブは全て即日完売。自身初となるアリーナ公演 日
本武道館 2days 公演は26,000人を動員。2024年秋より全国10都市20公演を巡る自身
最大規模のアリーナツアーでは合計280,000人を動員。また、自身最大規模となるさいたま
スーパーアリーナ公演では、会場史上最多となる2日間で76,000人を動員した。2025年は
13都市28公演の全国ホールツアーの開催が決定している。2022年12月31日、第73回 
NHK 紅白歌合戦に初出演。2023年11月、「strobo」より約3年半ぶりとなる全35曲入りの
2ndアルバム「replica」をリリース。2024年は『映画ドラえもん のび太の地球交響楽』主
題歌の「タイムパラドックス」やドラマ『ライオンの隠れ家』の主題歌「風神」をリリースし話
題に。また、2024年の大晦日には自身2度目となる第75回NHK紅白歌合戦に出演。2025
年にはテレビアニメ『SAKAMOTO DAYS』のオープニングテーマ「走れSAKAMOTO」をリ
リース。

マルチアーティスト  
2023年卒  デザイン学科  
グラフィックデザイン分野専攻

日藝を選んだ
きっかけはありますか。
やりたいことってものづくり以外になかった

ので、高校生の頃にはもう芸術系の大学に行

くだろうなって決めていました。音楽の学校

もいろいろと見たんですけど、あまりそそられ

なくて。自分が中学生、高校生の時にやって

いたようなことをただ勉強するのもしょうが

ない。だったら音楽以外の仕事にも就けるよ

うにしたいなと思って日藝のデザイン学科を

選びました。デザイン学科を受験するまでが

日藝に入って一番良かったところだと僕は

思っていて。ものづくりとは何かということが、

受験に全部詰まっていたんですよね。

仕事と学業の両立で大変だと
感じたことはありますか。
あるんだろうけど、忘れちゃいました（笑）。

1年ごとに記憶がリセットされてしまうので。

両立で苦しいと思ったことはないです。元々

は25歳くらいから音楽の仕事が入って来れば

いいなと思っていたのですが、ありがたいこと

に大学1年生の頃からいただいていたので、む

しろ授業は仕事を休むための理由にしていま

した。「その日授業があるので……」と言って

（笑）。

最初にものづくりが楽しいと
思ったのはいつですか。
母の話によると、幼少期にはみんなに頼まれ

てものを作っていたみたいです。ものを作る

以外に遊びがなかったので、段ボールででき

た、中身を変えると違うゲームにできるDSを

作っていました。何か足りないものがあれば

自分で作るということをやっているうちに、好

きだけじゃなくて、生きる義務というか、生

物ってものづくりしなきゃいけないんだなって

強く思うようになりましたね。その中でも人間

は知恵をものづくりの中に入れるという能力

があるから、それをやらなきゃ人間じゃないな

と思って。だから当たり前のようにものづくり

をしています。逆にやっていないと落ち着かな

いんですよね。それをやるための口実として仕

事をしています。

最後にメッセージをお願いします！
大学在学中にできることって大人になったら

もうできないので、最後のチャンスだと思って

自分に投資をしてください。自分に有り得る

もの全てを自分のやることに注がないと、仕

事には絶対にできないです。自分が思うよう

な仕事をするには、学生の間にどれぐらい全

力で自分に投資できるかということが大事だ

と思います。お金を稼ぐことも大事ですが、た

だ稼ぐだけではなく、何か目的を持ってちゃん

とお金を稼いで、またそれのために使うみたい

な。何か自分のために時間を使わないとこの

学校にいる意味はないということです。学生

のうちにどれぐらい失敗作を作るかで大人に

なってからのことが決まるから、学生の間にい

らないものをいっぱい作りましょう。

片渕須直さん アニメーション映画監督 / Director
1983年卒  映画学科  映像コース

アニメーションが動くのは “魔法”では
ない・原理を理解する
2歳のときに見た『わんぱく王子の大蛇退

治』という作品を起点に、幼いころに東映動

画（現・東映アニメーション）の長編アニメー

ションをかなりの数見ていました。高校3年

生になると『わんぱく王子～』のアニメーター

だった大塚康生さんが作る“動き"に憧れて、

自分でも何かを動かしてみたいという気持ち

が高まっていました。

進学先として日藝の映画学科映像コースを

選んだのは、映画そのものの体系をきちんと

理解しながらアニメーションを学びたいと

思ったからです。さらにそこは、高畑勲さんと

同期で東映動画に入社して活躍された池田

宏さんが教えておられた。大塚さんと組んで

『わんぱく王子～』で作画を担当されていた

月岡貞夫さんも、私が入学した年から教壇に

立たれるようになり、このお二人からアニ

メーションを学ぶことになりました。

池田先生はよく、「ここまでは教えるから、あ

とは自分で考えて」とおっしゃいました。ヒン

トは与えられるけれど、最終的には学生自身

が自分で考えて答えを得ることを期待がされ

る。自分で見つけ出した答えは、一生のもの

になります。

自分が教壇に立つようになって考えたのは、

映画学科でアニメーションを学ぶというのは、

美術学科やデザイン学科とは根本的に違う

のかもしれない、ということでした。まず、絵

を描くところから始めない。なぜ映像は動い

て見えるのか、という原理の理解から始め、

それをアニメーションの動きの様々な場面に

応用して、もしも絵を描けなくても動きが作れ

る人になってもらいたい。

池田先生から影響を受けたひとつが、人間の

認知の不思議さでした。人間の視野は左右

に180度くらいありますが、その中で「色」を

認識できる視細胞があるのは実は6度くらい。

あとの景色は脳の中で着色してフルカラーに

しているんです。映像は一般的に、1秒間に

24コマとか30コマの静止画から出来ている

のですが、それがなぜかなめらかに動いてい

るように認知される。これも脳の中の働きで

す。でも、日本のアニメーションは1秒間に8

枚の画でも動きを作ることが出来ている。そ

れはなぜなんだろう。1秒間24枚の画ででき

ている映像と、1秒間８枚のものは同じなの

か、それとも違うのか。実際、１秒24枚の海

外作品の動きには「ぬるぬる」した違和感が

あって、普段見ている日本のアニメーション

の動きとは違う感じがする、という人が多い

です。なぜ違って見えるのか。これらは、それ

ぞれ別々の原理によって動いて見えているの

だと考えています。特性も違います。その違い

を使いこなせるようになってほしい。

こうしたことは日藝映画学科ならでは、と思

います。

本物の作り手たちの横で
気づけば即戦力に
大学3年次には、宮﨑駿監督の『名探偵ホー

ムズ』で脚本家募集があると池田先生に教

えてもらい、それをきっかけに在学中から制

作会社のテレコム・アニメーションフィルムで

宮﨑さんや高畑勲さん、大塚康生さんと働く

機会を得ました。カメラワークを指定する仕

事を任されたときにも、経験はないのにやり

方がわかっていました。それは、平面の絵で出

来ているアニメーションの画面の中に、撮影

機材の使い方ひとつで立体的な空間を画面

にもたらす方法を、学生の間に自分で考えて

いたからでした。気づいたら即戦力みたいに

なっていました。

実写の映像も、アニメーションも、そこに映し

出そうとしているものは何なのか、やはり作り

手である自分自身が理解することが大事で

す。調べること。ひょっとしたら、他の人が知

らない秘密にまでたどり着けるかもしれない。

私は、自分が体験したわけではない戦時中の

時代を描いた『この世界の片隅に』を作ると

きに、その時代の肌触りが自分の中に得られ

るまで、いろいろなことを知ろうとしました。

出来上がった作品は、戦時中を実際に体験

した人たちから「あの時代の空気に一番近

い」といっていただけました。今、映像表現理

論コース全体で、そうした「調べる」というア

プローチを大事にしてもらっています。

2026年4月からは映画学科にアニメーショ

ン専攻が創設されます。ぜひ一緒にアニメー

ションを作ったり、研究してくれる方をお待ち

しています。

【プロフィール】
1960年生まれ。映画学科卒業。在学中から宮崎駿監督作品『名探偵ホームズ』に脚本家
として参加。『魔女の宅急便』（89）演出補。監督作として、TVシリーズ『名犬ラッシー』
（96）。TVシリーズ『BLACK LAGOON』（06）では監督・シリーズ構成・脚本。長編映
画、『アリーテ姫』（01）。山口県防府市に暮らす少女・新子の物語を描いた『マイマイ新
子と千年の魔法』（09）は異例のロングラン上映とアンコール上映を達成。さらに2016年、
広島・呉を舞台にした長編映画『この世界の片隅に』が公開されると、幅広い世代からの
支持が大きな反響を呼び、日本アカデミー賞《最優秀アニメーション作品賞》、アヌシー国
際アニメーション映画祭長編部門《審査員賞》を受賞するなど、国内外にて高い評価を得

て数々の映画作品賞・監督賞を獲得。2019年
12月には新しいシーンを追加して別の観点か
らの作品とした『この世界の（さらにいくつも
の）片隅に』を公開。現在、『枕草子』をベース
に疫病の中に生きる千年前の人々を描く新作
『つるばみ色のなぎ子たち』を制作中。2006
年から日本大学芸術学部非常勤講師。2018
年からは同大学特任教授。2013年からは東
京藝術大学大学院でも非常勤講師を務める。
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『strobo』(2020)
『踊り子』(2021)
『裸の勇者』(2022)

卒業生インタビュー

【主な作品】
● CDシングル 『タイムパラドックス』(2024)、『風神』（2024）
● 配信限定シングル 『東京フラッシュ』(2019)、『不可幸力』(2020)、
 『怪獣の花唄』(2020)、『踊り子』(2021)、『裸の勇者』(2022)、
 『そんなbitterな話』(2023)、『タイムパラドックス』(2024)ほか多数
● フルアルバム 1st『strobo』(2020)、2nd『replica』(2023)
● 楽曲提供・プロデュースなど 『おもかげ』(milet×Aimer×幾田りら)(2021)、
 『惑う糸』(菅田将暉)(2022 ミュージックビデオの監督も務める)、
 『逆光(ウタ from ONE PIECE FILM RED)』(Ado)(2022)、
 『くびったけ』(yama)(2022)、『いばら』(Ado)(2023)　



Vaundyさん

【プロフィール】
マルチアーティスト24歳。作詞、作曲、アレンジを全て自分でこなし、デザインや映像のディ
レクション、セルフプロデュースも手掛ける。2019年春頃からYouTubeに楽曲を投稿開始。
「東京フラッシュ」「不可幸力」など、耳に残るメロディーを持つ、幅広いジャンルの楽曲を
発表すると、瞬く間にSNSで話題に。サブスク令和時代の象徴的な存在として注目を集めて
おり、16曲が1億回再生を突破、日本男性ソロアーティスト1位の記録を打ち出している。
2025年春現在、YouTube・サブスクリプションのトータル再生数は、90億回以上を突破。
リリース配信楽曲は長期にわたりチャートイン。CM、ドラマ、アニメなど各方面で、タイアッ
プ曲に多数起用されている。開催したライブは全て即日完売。自身初となるアリーナ公演 日
本武道館 2days 公演は26,000人を動員。2024年秋より全国10都市20公演を巡る自身
最大規模のアリーナツアーでは合計280,000人を動員。また、自身最大規模となるさいたま
スーパーアリーナ公演では、会場史上最多となる2日間で76,000人を動員した。2025年は
13都市28公演の全国ホールツアーの開催が決定している。2022年12月31日、第73回 
NHK 紅白歌合戦に初出演。2023年11月、「strobo」より約3年半ぶりとなる全35曲入りの
2ndアルバム「replica」をリリース。2024年は『映画ドラえもん のび太の地球交響楽』主
題歌の「タイムパラドックス」やドラマ『ライオンの隠れ家』の主題歌「風神」をリリースし話
題に。また、2024年の大晦日には自身2度目となる第75回NHK紅白歌合戦に出演。2025
年にはテレビアニメ『SAKAMOTO DAYS』のオープニングテーマ「走れSAKAMOTO」をリ
リース。

マルチアーティスト  
2023年卒  デザイン学科  
グラフィックデザイン分野専攻

日藝を選んだ
きっかけはありますか。
やりたいことってものづくり以外になかった

ので、高校生の頃にはもう芸術系の大学に行

くだろうなって決めていました。音楽の学校

もいろいろと見たんですけど、あまりそそられ

なくて。自分が中学生、高校生の時にやって

いたようなことをただ勉強するのもしょうが

ない。だったら音楽以外の仕事にも就けるよ

うにしたいなと思って日藝のデザイン学科を

選びました。デザイン学科を受験するまでが

日藝に入って一番良かったところだと僕は

思っていて。ものづくりとは何かということが、

受験に全部詰まっていたんですよね。

仕事と学業の両立で大変だと
感じたことはありますか。
あるんだろうけど、忘れちゃいました（笑）。

1年ごとに記憶がリセットされてしまうので。

両立で苦しいと思ったことはないです。元々

は25歳くらいから音楽の仕事が入って来れば

いいなと思っていたのですが、ありがたいこと

に大学1年生の頃からいただいていたので、む

しろ授業は仕事を休むための理由にしていま

した。「その日授業があるので……」と言って

（笑）。

最初にものづくりが楽しいと
思ったのはいつですか。
母の話によると、幼少期にはみんなに頼まれ

てものを作っていたみたいです。ものを作る

以外に遊びがなかったので、段ボールででき

た、中身を変えると違うゲームにできるDSを

作っていました。何か足りないものがあれば

自分で作るということをやっているうちに、好

きだけじゃなくて、生きる義務というか、生

物ってものづくりしなきゃいけないんだなって

強く思うようになりましたね。その中でも人間

は知恵をものづくりの中に入れるという能力

があるから、それをやらなきゃ人間じゃないな

と思って。だから当たり前のようにものづくり

をしています。逆にやっていないと落ち着かな

いんですよね。それをやるための口実として仕

事をしています。

最後にメッセージをお願いします！
大学在学中にできることって大人になったら

もうできないので、最後のチャンスだと思って

自分に投資をしてください。自分に有り得る

もの全てを自分のやることに注がないと、仕

事には絶対にできないです。自分が思うよう

な仕事をするには、学生の間にどれぐらい全

力で自分に投資できるかということが大事だ

と思います。お金を稼ぐことも大事ですが、た

だ稼ぐだけではなく、何か目的を持ってちゃん

とお金を稼いで、またそれのために使うみたい

な。何か自分のために時間を使わないとこの

学校にいる意味はないということです。学生

のうちにどれぐらい失敗作を作るかで大人に

なってからのことが決まるから、学生の間にい

らないものをいっぱい作りましょう。

片渕須直さん アニメーション映画監督 / Director
1983年卒  映画学科  映像コース

アニメーションが動くのは “魔法”では
ない・原理を理解する
2歳のときに見た『わんぱく王子の大蛇退

治』という作品を起点に、幼いころに東映動

画（現・東映アニメーション）の長編アニメー

ションをかなりの数見ていました。高校3年

生になると『わんぱく王子～』のアニメーター

だった大塚康生さんが作る“動き"に憧れて、

自分でも何かを動かしてみたいという気持ち

が高まっていました。

進学先として日藝の映画学科映像コースを

選んだのは、映画そのものの体系をきちんと

理解しながらアニメーションを学びたいと

思ったからです。さらにそこは、高畑勲さんと

同期で東映動画に入社して活躍された池田

宏さんが教えておられた。大塚さんと組んで

『わんぱく王子～』で作画を担当されていた

月岡貞夫さんも、私が入学した年から教壇に

立たれるようになり、このお二人からアニ

メーションを学ぶことになりました。

池田先生はよく、「ここまでは教えるから、あ

とは自分で考えて」とおっしゃいました。ヒン

トは与えられるけれど、最終的には学生自身

が自分で考えて答えを得ることを期待がされ

る。自分で見つけ出した答えは、一生のもの

になります。

自分が教壇に立つようになって考えたのは、

映画学科でアニメーションを学ぶというのは、

美術学科やデザイン学科とは根本的に違う

のかもしれない、ということでした。まず、絵

を描くところから始めない。なぜ映像は動い

て見えるのか、という原理の理解から始め、

それをアニメーションの動きの様々な場面に

応用して、もしも絵を描けなくても動きが作れ

る人になってもらいたい。

池田先生から影響を受けたひとつが、人間の

認知の不思議さでした。人間の視野は左右

に180度くらいありますが、その中で「色」を

認識できる視細胞があるのは実は6度くらい。

あとの景色は脳の中で着色してフルカラーに

しているんです。映像は一般的に、1秒間に

24コマとか30コマの静止画から出来ている

のですが、それがなぜかなめらかに動いてい

るように認知される。これも脳の中の働きで

す。でも、日本のアニメーションは1秒間に8

枚の画でも動きを作ることが出来ている。そ

れはなぜなんだろう。1秒間24枚の画ででき

ている映像と、1秒間８枚のものは同じなの

か、それとも違うのか。実際、１秒24枚の海

外作品の動きには「ぬるぬる」した違和感が

あって、普段見ている日本のアニメーション

の動きとは違う感じがする、という人が多い

です。なぜ違って見えるのか。これらは、それ

ぞれ別々の原理によって動いて見えているの

だと考えています。特性も違います。その違い

を使いこなせるようになってほしい。

こうしたことは日藝映画学科ならでは、と思

います。

本物の作り手たちの横で
気づけば即戦力に
大学3年次には、宮﨑駿監督の『名探偵ホー

ムズ』で脚本家募集があると池田先生に教

えてもらい、それをきっかけに在学中から制

作会社のテレコム・アニメーションフィルムで

宮﨑さんや高畑勲さん、大塚康生さんと働く

機会を得ました。カメラワークを指定する仕

事を任されたときにも、経験はないのにやり

方がわかっていました。それは、平面の絵で出

来ているアニメーションの画面の中に、撮影

機材の使い方ひとつで立体的な空間を画面

にもたらす方法を、学生の間に自分で考えて

いたからでした。気づいたら即戦力みたいに

なっていました。

実写の映像も、アニメーションも、そこに映し

出そうとしているものは何なのか、やはり作り

手である自分自身が理解することが大事で

す。調べること。ひょっとしたら、他の人が知

らない秘密にまでたどり着けるかもしれない。

私は、自分が体験したわけではない戦時中の

時代を描いた『この世界の片隅に』を作ると

きに、その時代の肌触りが自分の中に得られ

るまで、いろいろなことを知ろうとしました。

出来上がった作品は、戦時中を実際に体験

した人たちから「あの時代の空気に一番近

い」といっていただけました。今、映像表現理

論コース全体で、そうした「調べる」というア

プローチを大事にしてもらっています。

2026年4月からは映画学科にアニメーショ

ン専攻が創設されます。ぜひ一緒にアニメー

ションを作ったり、研究してくれる方をお待ち

しています。

【プロフィール】
1960年生まれ。映画学科卒業。在学中から宮崎駿監督作品『名探偵ホームズ』に脚本家
として参加。『魔女の宅急便』（89）演出補。監督作として、TVシリーズ『名犬ラッシー』
（96）。TVシリーズ『BLACK LAGOON』（06）では監督・シリーズ構成・脚本。長編映
画、『アリーテ姫』（01）。山口県防府市に暮らす少女・新子の物語を描いた『マイマイ新
子と千年の魔法』（09）は異例のロングラン上映とアンコール上映を達成。さらに2016年、
広島・呉を舞台にした長編映画『この世界の片隅に』が公開されると、幅広い世代からの
支持が大きな反響を呼び、日本アカデミー賞《最優秀アニメーション作品賞》、アヌシー国
際アニメーション映画祭長編部門《審査員賞》を受賞するなど、国内外にて高い評価を得

て数々の映画作品賞・監督賞を獲得。2019年
12月には新しいシーンを追加して別の観点か
らの作品とした『この世界の（さらにいくつも
の）片隅に』を公開。現在、『枕草子』をベース
に疫病の中に生きる千年前の人々を描く新作
『つるばみ色のなぎ子たち』を制作中。2006
年から日本大学芸術学部非常勤講師。2018
年からは同大学特任教授。2013年からは東
京藝術大学大学院でも非常勤講師を務める。
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アートディレクション・デザイン : 中村至男（美術学科卒）

デザイン : 山下ともこ（美術学科卒）

撮影：岡本充男（文芸学科卒）

　　　齊藤幸子（写真学科卒 p.10）

キャンパスフォト研究会：小田切優人（写真学科）

　　　　　　　　　　　 田中くるみ（写真学科）

　　　　　　　　　　　 寺本 晶（写真学科）

編集進行・校閲・印刷 : 株式会社アローコーポレーション  佐藤舞（文芸学科卒）

※取材・執筆、一部 2024年度版を更新しています。

※本冊子に掲載している学生の学年表記は、

　2025 年 3月時点のものです。

日本大学芸術学部 2026

発行 : 日本大学芸術学部

　　  〒176 - 8525 東京都練馬区旭丘 2 - 42 -1

         TEL.03 - 5995 - 8200

発行日: 2025年 5月14日



アートディレクション・デザイン : 中村至男（美術学科卒）

デザイン : 山下ともこ（美術学科卒）

撮影：岡本充男（文芸学科卒）

　　　齊藤幸子（写真学科卒 p.10）

キャンパスフォト研究会：小田切優人（写真学科）

　　　　　　　　　　　 田中くるみ（写真学科）

　　　　　　　　　　　 寺本 晶（写真学科）

編集進行・校閲・印刷 : 株式会社アローコーポレーション  佐藤舞（文芸学科卒）

※取材・執筆、一部 2024年度版を更新しています。

※本冊子に掲載している学生の学年表記は、

　2025 年 3月時点のものです。

日本大学芸術学部 2026

発行 : 日本大学芸術学部

　　  〒176 - 8525 東京都練馬区旭丘 2 - 42 -1

         TEL.03 - 5995 - 8200

発行日: 2025年 5月14日














